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宮沢賢治詩集
『春と修羅』
詩渠「在と修譴」は、
大正十三年四月に自費出版
で刊行された
宮沢賢治の生前唯一の飩集である。今回は、この詩集「春と修籍』の精神基盤について、
笠者の卒粟論文をもう一度ふり返りながら
再考してみろ。
賢治はこれらの詩を「序」で、
〈そのとほりの心象スケッチで
す〉と言ったように、
「心象スケッチ」と呼んでいる。が、
この
「心象ス
ケッチ
J
は預治にとって、
単に「詩」という言菜の代用
ではなく、
一貫した賣治の創作態度なのである。．「心象スケッチ」
とは、
その時、
心に浮かんだ風景をそのとおりにスケッチする事
o
o
. 
であり、
寛話集「注文の多い料理店』の新刊案内に、
「；•この蛮
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.
.
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話集の一列 じつに作者の心象スケッチの一瑯である。・・・
（中
略）
．．． 
これ
らはけっして偽でも仮空でも窃盗でもない。
多少の再
度の内省と分析とはあってもたしかに
このとおり
その時心象の中
に現れたものである。
ゆえにそれは、
どんなに馬鹿げていても、
社解でも必ず心 戻隠において万人の共通である
9
とあるように
、
の精神基盤
窯誌、
詩等の区別なく、
円治の創作理念でもあろのだ。
さてCの心象スケッチの一列、
r在と修縫」病一渠は、大正十一
年一月から、
大正十二年十二月までの二年間に甚かれた持を集め
ていろ。
この頃までの賢治のことを簡単に述ぺておCう。
宮沢只治は、
明治二十九年八月二十七日、
岩手県稗貝郎花巻町
一ー6 
に、
当時、
質・古箔商を営んでいた宮沢家のg男として生まれた。
―
東北岩手は、
その地應的条件から同度も冷害を被り、
度々大凶作
となった
。
貧しい農民の姿を幼少峙から見てきた翌治は、
その貧
しい農民を相手にわずかばかりの金を貸す質屋という家業を忌み鎌って た。
また賢治の興味は周囲の人に「石コ臼さん」と呼ば
せる程、
石やまた栢物、
昆虫、
星等にむけられ、
盛岡中学時代に
なると、
それらとともに、
文学に煩4、
商亮のオ能など薫い自分
が、
鎌いな家菜を艮男として縫がねばならないのかと、
悶々と暮
らしていたのである。
やがて、
盛岡高写股林学校、
殷学科第二部
（製芸化学）へ進んに賓治は、
二年生になっていよいよ文学的な
活衝を始める
。
学友との同人誌rァザリア」が主妥な活動であろ。
汐崎亮子
そして三年、卒菜の時期を迎え
て、
卒業後の職菜について賢治は
度々父親と対立する。父親とは、
職菜上の問殴のみならず、
信仰
上でも対立 しまう。宮沢家は代々浄土真宗を信仰
し
て
きたが、
貝治は十八歳の時、烏地大等編著r国訳妙法菰睾経」を読んで以来、
法華経を償仰しており、
ここでも父と子の意見がくい違う。
このような対立の中で、
翌治は高座の研究生となり一応落ち箸<
が、
様々な
問四をかかえて暗い日々を送った。
そんな中で、
日本
女子大に在学中の妹卜｀ンが病気で入院し、
翌治は母親とともに上
京し、
熱心な精病をする．
その間翌治は様々な磁業
を提案し、
讀
ペ、
父に伝えるが全て笈成の意を得られない。掃花後は、
研究生
としての仕車も少なくなり、
質屋の店番をすることを余儀無くさ
れ、
憂鬱な日々はなお続く。
法銀経へ 傾倒はますます強く、
国
柱会信仰部に入会し、
花巻の町を唱題しながら歩くなどした。
つ
いに喪治は大正十年一月
二十五オの時家出をし、
国柱会を訪れ
る。が、
生業をもって大衆に教えをひろめるのが純正日迎主義の
信仰であると説か
一心に創作活動そ行う。
この時、
初期の応
話が数々臼かれた。
が、
父の直参にも帰花の意志をもたなかった
＇賢
治であったが、
八月中旬、
トシ病気の知らせに、
賢治は、
トラ
ンク一杯の原稿を抱えて帰花する。
そして十二月には、
稗貰股学
校の教師という職を得る。翌大正十一年一月より、
「屈折率」を
初めとして、
後に「春と修羅」に収められた詩群が次々と困かれ
始めるのである。
これまでの賢治の創作活動は短歌と窟話等であ
この詩集r春と修穎
J
を形成している精神基盤を考えてみたい．
ったが、
大正十年冬以来、詩の習作「冬のスケッチ」を経て、
詩
作が始まる。
こうした背景の中
で、
「春と修罹」は杏きつづられ
てゆく。
まず初めに、
賢治詩のみならず彼の作品全体を通してその最も
重要な支柱となっているのは、
「宗教」、
つまりここでは法萩経
信仰ということである。
先に述ぺたように、阿治は十八燐の時、
法華経に出会った。そし
て
家出した先の国柱会で、
生菜を通じて
大衆に教えをひろめ法昭経の精神を生かせとさとされ、
一念発起｀
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法雄文学としての童話を苔き始めている。
そして当詩集にもその
精神は脈うっていろ である。
狭く法硝経の影翡、
とだけ考える
のではなく、
浄土真宗の檀家として仏教色の濃かった家で育った
翌治は、
幼少時から仏教的な雰囲気を日常的に体得して
おり、
広
く宗教と OOわりとしてみ ゆきたい。
まず詩集の題名にも使われた「修羅」という言菓であるが、
安
治はかなりこの言痰に執粗していた。
それは、
詩集名にも、
詩章
名にも、
詩篇名にも使われており、
また未刊ではあろが、
「春と
修羅第二集」、
「春と修羅第三巣」等と後の詩渠名にも使ってい
る。
「修難」とは仏教で、
一切衆生が善悪の定めによって、
死後
必ず行くという六つのは界、
即ら地獄・餓鬼・畜生・修縫・人梱
・天
上という六界の―つで、
そこは現世で戦争をした者や慢心猜
疑心の強い者が死後おちる所であり、
常に跳争をこととすろ、
と
いう。
詩中では、
〈心象のはひいろは
がねから／あけびのつるは
くもにかちまり／のばらの
やぶや腐植の涅地／いちめんのいちめ
てんごく
くわんがく
んの絡曲模様／（正午 管楽よりもしげ＜／脱珀のかけらがそそぐとき）／いかりのに
がさまた青さ／四月の気屋のひかりの底を
つば貪／唾し
はぎしりゆ
ききする／おれはひとりの修難なのだ〉箪
＇〈ああかがやきの四月の底を／はぎしり燃えてゆききする／お
れ
はひとりの修羅なの
だ〉
（「春と修羅」）、
〈わたくしの影を見
たのか堤灯も戻る／（その影は鉄いろの背景の／ひとりの修羅に見えろ筈だ）〉（「東岩手火山」）、
〈ああ巨きな信のらからか
らととさら
にはなれ／また純粋やちひさな徳性のかずをうしなひ
／わたくしが育ぐらい修超をあるいてゐろとき〉（「無声慟哭」）等とある。賢治は自分を修穎と呼ん
だ。
歯ぎしりしながら怒りに
燃える修羅、
と。修羅は、
純粋、
飽性、
信仰といったものの反対
のところにあろ。賢治は、
職業閑題に悩み続け、
又身体の不閲ゃ・
父と 信仰上の対立か 憂鬱な日々 送っ
ていた。
また「禁欲」
をよし すろ賢治 性欲との戦い
「家」や「風土」
の中での
し
がらみ、
自分の思いのままに生きられないいらだら等、
修羅意詭
の背景はいろいろ考えられる。
その中には「恋愛」という問囚も
含まれろ。
大乗仏教では｀
広くあらゆる人の幸福を顧う。
〈もし
も正しいねがひに燃えて／じぶんとひと
と万象といつしよに／至
上福祉にいたらうとすろ／それをある宗教情操とするならば／そのねがひから砕けまた
は疲れ／じぶんとそ
れからたったもひとつ
のたましひと／完全そして永久にどこまでもいつしよに行かうとする／こ 変態を恋愛と
いム／そしてどとまでもその方向では／
決して求め得ら
れないその恋愛の本質的な部分を／むりにもとま
かし
求め得ようとする／この頼向を性慾といふ〉（「小岩井股場
パート九」）とあるように、
緊治は一個人を愛するのでなく、
全
てのものを愛する事を、
宗教愛として最上のものと考えている。
あら
ゆる人の幸福を願い、
宗教愛に生きようとし、
かたくなに禁
慾生活を守り恋愛も吝定していた照治であったが、
それでもやは
り女性にひかれ、
実際に恋愛感情も抱き、
そのよう
な人間的な隈
情と宗教 の間で苦悩するのであ 。
そし
てそういう相克から脱
出しようとすろ だが、
あえぎ苦しんで地をはう。
これも〈歯ぎ
しり燃えてゆききすろ〉修羅の一面であ
ろう。「修羅」と相対的
に描かれ
るのは「春」であろ。〈かがやきの四月〉、
〈れ
いろう
の天の海には／型破璃の風が行き交〉ふ「春」という「天」 状態である。
仏道に徹した、
純粋で癒性に満ちたまことの幸福の状
態である。
「修羅」は、
「春」を恋し綜けながら、
己の怒に猫ら
た心をもて余し、
涙しつつ、
〈かがやきの四月の底）を徘徊すろ
のである。
さて、
法華経の思想の一っに、
一乗妙怯と呼ばれるものがある。
これ
はもろもろの車物ないし諸法は、
相・性・体・カ・作・因・
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縁・果・報•本末究党等という十恨の「存在のしかた」によって支えられ、
それぞれ独立、
固定したものではなく、
あい依り、
あ
い関係し合って生成、
変化しているも
のだという宇宙の統一的真
理のことであろ。
全てのものは、
互いに関係し合って成り立って
いるという考えは、
「春と修紐」の「序」の底流をなしているよ
うに思う。．〈わたく
しといふ現象は／仮定された有機交流氾燈の
ひとつの背い照明です／（あらゆろ透明な幽霊の複合体）／風棗やみんなといつし
よにせ
はしくせはしく明滅しなが
ら／いかにも
たしかにともりつづける／因果交流電燈
のひと
つの背い照明です
〉．
賢治は自分を〈現象〉
といい、
〈ひとつの肯い照明〉ととらえて
いるが、
それは単に〈電燈の
ひとつ
の背い照明〉なのではなく、
〈わたくしといふ現象〉は、
独立したものではなく、
他のものと
様々にかかわり合 様々な諸物の原因、
結果等が入り交って生じ
た、
〈因果交流電熔〉なのである。賢治は自己を―つの現象と見、
．宇
宙のわずかのところに明
滅すろ
照明だというふうに非常に客観
的に自己をみていろ。
また、
諸仏
は変化流動すろとい のは、
仏
教の基本的な思想であるが、多くの人は、
変化という真迎をどこ
かに設き忘れている。
そ
して一瞬の間にも変化する万象を「変わ
•
．らない」と感じ
しか 自分をも．「現象」ととらえる賢治
は、
常に「変化する」ということを意識している。
この世の何も
かも、
一ところに留まろことはない。
それは一人の人間の経済力
であるとか
健康であろとか、
才能とても例外ではない。印刷さ
れた営菓の組立や質も、
また記録や歴史、
地史等も巨大な時間の
中で変化してゆく。
が賓治は、
不変でないことに失望するのでは
なく、
〈なにもかもみんなたよりなく／なにもかもあてにならな
い〉（「過去情炎」）と宮い
つつ、
そのたよりない性質が、きれ
いな露や、
虹を作ったり、
神秘的なまでに癸しい自然の呆観を生
み出すことに感動するのである。
〈それよりもこんなせはしい心
象の明滅をつらね／すみやかなすみやかな万法流転のなかに／小岩井のきれいな野
はらや牧場の揉本が／いかにも確かに継起する
といふことが／どん に新鮮な奇鮫だらう〉
（「小岩井農場パー
卜こ）、
と賢治は万法流転というこ
と、
諸物の変化と
いうこと
を強く認識し、
それを受け入れている。
·
ところで彼は、
大変に作品の推般の多い人で、
多くの手直しを
す
る。
それは大変なもので、
印別され、
本になった
ものにも行な
われる。
有名な窟話「銀河鉄辺の夜」は、
四次稿まで考えられ、
非常9手直しが
なされてい
ろことでも知ら
れていろ。
「殷民芸術
漑論絹要」の結びに、
「永久の未完成これ完成である・・・屈党ここ
には宮沢四治一九二六年のその考があるのみである」と記されているが、
自分の作品や考えも当然喪治にはたよりな．い現象の一っ
であり、
流動的なものととら ているのであろ。
そして、
〈そし
スガク
スガ9
.
てこれらもろもろの毎性は／笞逝
から来て善逝に至る〉（「昂」）
というように、
これらの変化流動する性質をもつ万象の根源は、
「善逝」だという。
（「菩逝」は仏の
こと
で、十号の一っで
ある
9
｛ 
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又、
この眼の前の、
美しい丘や野原も、
みな一秒づつけづら
．れ
たり＜づ
れたりしてゐます。
けれども、
もしも、
まことのらか
らが、
これ
らの中に
あら
は
れるときは、
すぺてのおと
ろへるもの、
しわむもの、
さだめないもの、
はかないもの、
みなかぎりないい
のちです
3(
「めくらぶだうと虹」）、
〈：・わたくしがその耳も
とで／遠いところから
声をとつてきて／そらや愛やりんとや風／
すべての勢力のたのしい根源／万象同掃のそのいみじい生物の名を／らから
いっばい叫んだとき／あいつは二へんうなづくゃうに
息をした〉（「青森挽歌」）等と言っている。すぺて 勢力のたのしい根源万象同伺
のそのいみじい生物の
名とは即ら「南無妙法
迎華経」という囮目である。
賢治は病床にあるトシに、
哀たまま
手を合わさせて、
ナムミョウホウレンゲキヨウと唱えさせていた
という。
そし
て臨終の際その耳元で四目を力いっぱい叫んだのだ。
「生物」というように毀治は、
法華経を、
生命力、
万象の根源と
なるエネルギーとみていた。
法罪経の思想には、
因果不二、
真理
一体といって目前の小田の中 宇宙の真理が現われており、
宇宙
の頁迎というような大きなことも、
目前の小さな現象と本質は一
つであるという思想である。
（久保田正文「法華経について」よ
り）。
猪々の事物は互いに相関
し合って存在しており、
その諸々
の市物、
現象はそのまま、
宇宙の真理、
永遠にして最高の実体を
現わしている
ということだ。そしてその宇宙の真理を悟った仏は、
賢治が「法華経」の中でも特に熟読した「如来寿凪品第十六」の
おしえによると、
仏の寿命は永遠であるという。
死とか生とかは
仮にそう表現
されたにすぎず、
仏の命は久遠のものである。つま
り一秒ずつけずられたり＜づ
れたりしている眼前のたよりない現
象も、
法華経を信じ、
そこ
に宇宙の真理があると
考えら
れれば、
たった三秒の虹でも、
かぎりない命を得ることができるのである。
変化し、
常に留まる事のない世のすぺてのものをはかなんで、
あ
てにならないと否定するのではなく、
翌治はそこ
に諸物の存在の
し方を見、
仏を感じ
ている
0
.
また菩蔭道については、
賢治も後に菩薩とまで言われるまで
に
農村の向上のために付身をけずって実践活動を行ったりした。
そ
のきざしは詩篇乙路岩流」の〈あ
れがぼくのシャッだ／青いリン
ネル 農民ンヤツだ〉にみえる。
賢治への法珀経の影細というの
はもちろん、
この
社会実践という而に強く現われているだろう。
が、'-岡興味深いの 、
竪治のもののとら
え方、
世界観である。
法珀経で 猪々の事物、
現象はそ
れ即ち宇宙の其理（実体•本体）
の現われというが、
そうす
ると例えばーつの石ころと一人の人朋
もある意味では同じ、
平等なものである。という
のは、
石と人間
では、
生命体と非生命体、
形、
韮さ等々共通点など無く、
相迎点
だらけであるが、
両方共「現象」であり、
それ
らは「妙法迎華経」．
という生命の根源力によって現われているのであるから
、そ
うい
う意味でいえば石 人間も同じものである。
そう
考えると、
序文
の中で、
「銀河」といぅ巨大なものから、
「海胆」という微小な
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ものへ視点が飛躍するのも頷けるの
だ。
彼の心象宇宙では、ジャ
カ仏が、
過去から未来Ici旦って久遠の命をも
つように、
時間や歴
史をも超えてしまえるのだ。
次に、
彼の詩と自然、
という串についてふれてみ
たい。
初めに
詩集を通して気づく事は自然にOOする語が非常に多い事である。東北の地で生まれ育ち、小さい頃から鉱物・植物・毘虫を採渠したり、
股学校では、
農学科に籍を臨
き、
地質学、
化学等を学び、
自然科学にも専門家であった賓治にとっては当然の祖ではある。まず、
自然現象、
気象の言葉が多
い。
「雲」は約ご一0回、「風j
は約五十回、
そして「空」、
「雨」、
「雪」、
「霧」等が頻出す
ろ。他に「月」
「日」、
「星雲」といった天文語、
植物、
動物、
鉱物関係の言葉が多く使われる。こういう類の言菜の多さは閃治の特色の一っでもあろ。自然科学が であっ
たせいもあるが、
どんなに賢治が
自然とともに〈明滅〉していたかがわかる。賛治
.,．と自然の関係はというと、
時には〈松毛虫に食はれ
て枯れたその
大きな山に／桃いろな日光を そ
そぎ／すべて天上技師Nature
口氏の／
c
く斬新な設計だ〉（「樺太鉄道」）等と親しい友人のよ
うであったり、
独特のユーモアでもって描かれたり、或いは
〈（お
日さまは／そ
らの遠くで白い火を／どしどしお焚
きなさいます
）〉
（「丘の眩惑」）と敬意をもって描かれ、
大いなる自然に対して
敬虔な人間であったりする。
ところで、
賢治の創作方法というのは、
これまで多くの人が言
って来たが、
彼は常に手帳、
或いはスケッチブックと鉛筆、
もし
くは
シャープペンシルを持って、
山野を歩きま
わり、
野宿もし、
·
その間に目に触れた事物、
心に浮かんだ車を非常なスピードでス
ケッチしていく、
というものだったという。もち論そのスケッチ
がそのまま完成作品 なるのではな
く、
これが又賢治の一っの大
きな特徴であるが、
その後烈しく推敲され、
しばしば「推敲」の
域を出る程の手入れもほどこされ 。が、
最も基本的なその詩の
精神というのは
山野の歩行中
にスケッヂされる。
「春と修羅」中、
その作品の場面が屋内
こと
は少なく作品中の賢治は、
草地
の上に寝ていたり、
歩行中であったり、
また汽車の中であった
り
••• 
する。野ゃ山で自然に触れながら心に浮かぶ心象風景
を、
そのと
．．．．．．．． 
おり苔きとってゆくのであろ。結果的にそれが多少の再度 内省．．．と分析を経たものであっても、
その詩の精神の誕生の瞬間
には、
翌治は自然の中に在る。
また禁欲生活をしていた賢治
は、
その性欲を抑えるため、
自然
の中へ飛び出した。「：．昨日の夕万出かけていって、
一晩中牧場
を歩き今帰った所です
性欲の苦しみはなみたいていではありま
せんね1、
「・・・おれはたま
らなくなると野原へ飛び出すよ。裳に
だって女性はいるよ
9
等と、
友人達に語っている。野原や、
雲や
會ら｀／�
風が、
性欲を昇耶させてゆ
く。
或いは、
〈こんなあかるい弯隊と
- 66-
草を／はんにちゅっくりあるくことは／いったいなんといふおんけいだらう〉（「一本木野」）、
〈大きな帽子をかぶつて／野原
をおほびらにある
けたら／おれはそのほかにもうなんにもいらな
い〉（「火莱と紙幣」）という
ように、
自然の中に解き放たれた
時が何よ
りも幸福であり、
最も生き生きとしている時であり、
そ
の時、
詩人としての心が「自然」と共嗚し合うのだ。
詩篇「林と
思想」
では、＾そ
ら
ねと
らん／むかふに霧にぬれてゐる／輩のか
．たらのちひさな林があるだらう／あ
すこのとこへ
／わたしのかん
がへが／ず
ゐぶんはやく流れて行って／みんな／溶け込んでゐる
のだ
よ
〉と、
賓治の〈かんがへ〉が、
〈林〉とーつになっている。
自然とーつになる
こと、
その中で困治はよ
り自己をとり戻す甲が
出来たのではないだろう
か。
ほかに賢治は、
〈サガレンの朝の妖
精にやっ ／透明
わたくしのエネ
ルギーを／いまこれらの泊の
おとや／しめったにほひのいい風や／塞のひかりから恢復しなければならない
から〉（「オホーツクの挽歌」）、
「股民芸術概論
綱要」では「正しく強く生きるとは銀河系を自ら 中に意器してこれに応じて行くことである
3
、「
まづもろともにかがやく宇宙
の微堅となりて無方の空 ちらばらう3「風とゆき
まし
槃から
エネルギーをとれ という。
無方の空にららばろう、
と宇宙にと
け込もう、
自然と一体になろうとしな
がら
、
風とゆききし雲から
エネルギーをとれと、
自分の内にとり込もうとする。
こうした宇
宙との交感、
一体感の底流には何があるの
か。
大正十四年七月十
九日作の「団山と種山ケ原」という詩のパート三
では、
〈あA何
もかももうみんな透明だ／察が風 水と虚空と光と
核の座とでな
りたつときに／風も水
も地殻もまたわたくしもそれとひとしく組
成され／じつ
にわたくしは水や風や，それ
らの核の
1
部分で／それ
をわたくしが感ずることは／ や光や風ぜんたいがわたくしなのだ〉という。
「宴」も「わたくし」も表向きの現象は違っても、
元は水や風や光といったもので成り立っており、
等しいものであ
る。
風も水も光も
「わたくし」であり
、「
わたくし」は風であり
水であり光である。
それは、
動物にも楢物、
鉱物にも言えること
である。
つまりそこに、
万象は等しいという仏教の精神があり、
自然とわたくしと
はひとつなのだと認識することによってより仏
の心、
万象の根源で
ある本体、宇宙の真理というもの
に触れられ
るのではなかろうか
自然との一体感はその前段階に、
自然と人
間と
の宗教的平等感があり、
美しい風景に、
また壮大な自然現象
に、
仏を見いだし、
それら自然と溶け合おうとすることで、
「す
べての勢力のた じい
根源」11法部経により近づくことであると
言えよう。
自然と交感し一体になろうとするその底に
は、
賢治の
「妙法苅部経」信仰が
働いているように思う。
また、
因果不二、
真理一体、．眼前の現象というものは、
即本体、
真理の現われであり、
それ故に外観が述っても、本質は等しいも
のである。
諸物は
因縁でもって相関係し合って生成変化する。
〈雰〉も〈わたくし〉も、
風と水と虚空と光と核の盛というわず
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’ � 
... 、
最後に、
妹トシヘの愛ということについて述べたい。
宮沢トシ
は、
安治とは二つ違いのすぐ下の妹である。明治三十一年十一月、
賢治
に次いで宮沢家の長女として生まれた。
成績優秀で大正四年
には日本女子大学に入学するが、
大正七年、
チフスまがいの
病の
ため 東大病院小石川分院に入
院、
翌治の看謹を受ける。大正八
年、
大学の最終試験は受けられないまま花巻に帰るが、
成績が良
．い
ため卒業を認められた。
その後、
花巻高等女学校に勤めるが再
び病に倒れる。そ
して家族の看護にもかかわらず大正十一年十一
月二十七日、
二十四歳になったばかりで永眠した。
．詩
集中、
賢治は、
度々こんな事を言っている。〈い
まこそおれ
はさびしくない／たったひとりで生きて行く／こんなきままなたましひと／たれが つしよに行けようか〉、
〈もうけつしてさび
しくはない／
なんぺんさぴしくないと云った
とこで／
またさびし
四
かな基礎的なものの、
組み合わせの仕方によって現れた現象にす
ぎない。
このような宗教的な認識のもとに、
銀河系という巨大な
ものと、
個人或いは海胆や蟻のような微小なものも等
しいものと
して同じように位叩叫つけられることが可能なのだ。
〈太阻系の春
だ〉〈気園日本〉等といった、緊治の宇宙感覚 奥底には、
宗教
的な世界観があり、
また
それ故に賢治はやすやすと宇宙と交愚し
てみせるの
である。
くなるのはきまつてゐる／けれど
もここはこれ
でいいのだ／すぺ
てさびしさと悲陽とを焚いて ひとは透明な軌遥をすすむ〉（「小岩井農場パート四、．バート九」）等、
たった一人で
この人
生を生
きてゆこうと。
けれども私達は容易に察せられ
る。
翌治がいかに、
「一緒に進んでゆ 」魂を求めていた
かを。
賢治には、
典学校時
代の親友に、
保阪嘉内という人がいた。法華経を信仰
し、
日蓮主
義の国柱会に入会した翌治は、
彼に何度も日蓮門下になることを
勧めたが、
結局は同じ信仰の道に歩めず、
彼と決別して
しまった。
賢治に
とって「誰かと一緒に進む」ということは悲願
であったよ
うに思う。
さ
びしくないさびしくないと、
一人で進ん
でゆこうと
いう賢治だがやはりさぴしく、
一緒に行ってくれる魂を求めてい
―86
る。
そんなさぴしい賢治に
とって、
唯一のみらづれたりえるのが、
一
妹
ト
シだった。
トシの死に際して「永訣の朝」、
「松の針J‘
「無声慟哭」という挽歌一一一部作がうたわれた
。詩
巣r春と修揺」
は迎った方向へ歩み出す。
「無声慟哭」で、
〈信仰を―つにする
たったひとり
のみらづれのわたく
しが／あかるくつ
めたい精進の
みらからかな
しくつ
かれてゐて／甜草や蛍光菌のくらい野原をた
だよふとき／おまへはひとりどこへ行かうとする だ〉と叫ぷ゜代々浄土真宗を俯仰する家の中で、
妹トシだけが彼と同じ法華経
の道を歩いていた。
そ
してその妹が死の床にいる時、
賢治は己と
信仰を共にする者
に対して励ましてやる事が
できない自分に苦悩
する。
トシは〈（おら
おかないふうしてらぺ）〉、
〈（それで
もからだくさえがぺ？））
〉（無声慟哭」）
と尋ねろ。
母は〈（う
んにや
ずゐぶん立派だぢやい／けふはほんとに立旅だぢやい）〉
．と
答えろが、
喪治は何にも答えられない。
〈育ぐらい修羅を歩い
てゐる〉
賢治は、
純粋で、
善であろ妹に〈
ほんたうにそんなこと
はない／かへつて
ここはなつ
ののはらの／ちひさな白い花の匂で
いつばいだから と言ってやれない。自分も純粋に信仰に徹していれば、
同じ法漑経を侶仰するト
シは、
肉体が滅する死という現
・象を通ってこの世から無くなっても無上追に成仏
し、
天に生まれ
永遠の命を得ろのだと信じ れろ
のに、
人間として、
兄としての
感情がどうしても
トシの死を受けとめかねろという二．つの心の蕊
藤、
宗教性と人閻性の間で板ばさみの状態になっている。
〈おまへはじぶんにさだめ
られ
たみらを
／ひとりさびしく往か
うとするか〉、
〈おまへはひとりどこへ行かうとするのだ〉と問
いかける賢治は
以後トシの行方を追って心の採を続けることに
なる。
挽歌＝一部作以降半年間賢治の創作活動は
とまっ．てしまう。
そして次に続く挽歌で
トシをさがし求め
る翌治の姿が浮きぽ
りにさ
れろのであろ。
．
．．
大正十二年八月、
閂治は教え子の就瞭依穀の
t
め、
樺太・北海
．
道を抹行すろ。
真の動機は、
妹の死について改めて考え直してみ
る事、
「死んだ」という妹の行方を追求する
ことだったという。
トシの死はその後の賢治の作品にもかなり強い影響を与えてお
り、
代表作の―つである蛮話「銀河鉄迫の夜」を成立させたと考
えられ
る。
この
「銀河鉄道の夜」は
成立まで
にいくつかのもとに
なった作品があるが、
その最も関係の深いものは「青森挽歌」で
ある。
肖森行きの夜汽車に乗り、
車中トシの死について様々に想
いをめぐらせている。
この旅ではトシは一体どんな世界へ行った
のかを考え ことが賛治のーつの課四であった。夜の空を見れば木星 上に、
烏を見れば烏に、
雲を見れば槃の中
に、
只治はトシ
の姿を見出そうとす
法華経を信仰すろ賢治にとってトシの行
方を案じろ
m
は、
己の信仰に迷いを感じている市
であった。
法部
経が〈そらや愛やりんCや風
すぺての勢力のたのしい根源／万
象同帰のそのいみじい生物〉であろなら、
同様に法痰経を信仰し
たトシは、
死んだ後は必ずや天に生まれ、
無上辺に遠すろはずで
あろ。
だが実際に自分の履も身近な者の死にあった時、
どうして
もその者の行った先 気になって仕方がない。果して本当に天に行ったのか。
即ちそれは、
自分達の信ずる法華経が本当に正しい
道なのか、
という疑問である。
死んだトシは、
光あふ
れろ幸福な
ところにいるのか、
それとも地歎のような不幸な地でふるえてい
るのか。
同時期に苔かれた「宗谷挽歌」（詩巣に
は収められてい
ない
）で、
〈とし子、
ほんたうに私の考へて
ゐる通り／おまへが
いま自分のこ を苦 しないで行けるやうな／
そんなしあわせが
なくて／従って私たちの行かうとするみちが／ほんたうのも でない らば〉、
〈われわれが信じわれわれの行かうとするみらが
もしまらがひで
あったなら／究党の幸福にいたらないなら〉と百
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うように、
これまで自分の全生活を支えて来た法華経の信仰が、
初めて畏治の心の中で揺らぎ、
絶対的に信仰に徹するということ
が出来ないのである。
法詔経は、
大乗仏教の経典のーつである。
大乗仏教は全ての人
を救済しようとするもので菩薩信仰を
よりど
ころとしていろ。賢
治も個別的な愛では く、
もっと広い愛をめざしていたことは、
先に述ぺたとおりである。
従って亡くした妹の行先が、
幸福な世
界であるか不幸な世界 か等とばかり考えていると賢治の心の中で、
（（みんなむかしからのきやうだいなの
だから／けつして
ひとりをいのつてはい
けない））（「青森挽歌」）という声も聞こ
えてくる であろ。
盲目的、
個別的な愛、
とりわけ恋愛、＇性愛を
否定し いた賢治 あるが、
一方では、＇〈正しいねがひに燃えて
／じぶんとひと 万象とい しよに至上福祉にいたらうとすろ〉同じ魂を懸命に求めており、
初めはそれ
を友人保阪嘉内に求めて
いたが挫折し、
結局たったひとり、
トシの魂が賢
治と一緒に進ん
．で
行けるものであったのだ。
〈じぶ
んとひとと万象といつしよに
／至上福祉にいたらうとする／それをある宗教情操とする らば／そのねがひから砕けまたは疲れ じぶんとそれからたったもひとつのたましひと／完全そして永久にどこまでもい しよに行かう
とする／この変態を恋愛と〉いった賢治にとって、
妹トシは万
••••
•••.•
••••
人の〈至上福祉〉に
ろうとする上で〈完全そして永久
にどこま
でもいつしよに行かうとする〉〈たっ もひ
とつのた
ましひ〉で
今回、
翌治の詩集「春と修項」の精神基盤として、
法華経、
自
五
あったのである。
そのような賢治の唯一の同感者であったトシの
死は喪治の作品に大きな影極を与えた
。本
格的な詩作が始まって
一年たたないうちにこの事件が起こり、
詩集「春と修紐」では挽
歌がうたわれる事になり、
翌治作品の中で最も高い評価をうける
ものの一っとなった。
またトシの死をモチーフにした窪話も多く
生まれた。
賢治作品の中で私達は、
「みんなの、
すぺての生き物
のほんたう 幸福をさがす」という言菓にしばしば出会う。
これ
はトシの死を経てより強く語られて くようだ。
「農民芸術概論
絹要」で、
「世界がぜんたい幸福に
ならないうちは涸人の幸福は
あり得ない1
.
「
われらは世界のまことの
幸
福を索ねよう、
求迎す
．．． 
でに道である といっていろように、
みんなの幸福を求める、
い
わゆろ菩薩道に入ってゆく。
その―つの転機が
＇トシの死という
瓜
大事件であり、
北洵追
・
樺太旅行での深い思索であったろう。
．
賢治のトシヘの愛情は深く、
大正八年トシ入院の際、
賢治の献
身的な看護の様子は有名だ。
．喪治にとってトシは、
つ
いに
同
感者
たり得なかった友人保阪嘉内に代れる“
友人”であり、
否定して
きた「恋愛」というも のもう―つの側面、
〈完全そし
て永久に
どこまでもいつしよに行〉＜、
という点で．
恋人”であったかも
しれ
ない。
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人文 然、
妹トシという三つのことを中心に考
えた。
これらはやはり賢
治作品の主要な精神であろう。今後は、
これを機会に、今回手を
つけられなかった、
農民、
農業とのかかわり、
友人、
そして絵や
音楽といったものが只治にとってどんなものだったのか、
という
ことも考えてゆきたい。今回、
宮沢緊治の世界についてまだわず
かではあるが研究で
うれしく思う。
心の中に、
喪治に対する
想いがしっかり根をおろしたよう 気がすろ。
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